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平成 20 年２月 22 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 サ ガ ミ チ ェ ー ン 

代表者氏名 代表取締役社長 眞鍋 洋治

連 絡 者 常務取締役  

 管理統轄担当 畑  和夫

電 話 番 号 （０５２）７７１－２１２６ 

（コード番号 ９９００ 東証・名証第１部）

 

投資有価証券評価損等特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成 20 年１月期の連結決算及び個別決算において、投資有価証券評価損等特別損失を計

上の見込みですのでお知らせいたします。 

記 

１．投資有価証券評価損の計上見込み 

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その

回復があると認められないものについて、平成 20 年１月期末において減損処理による

投資有価証券評価損を計上の見込みであります。 

  (１)連結決算 

平成 20 年１月期末の投資有価証券評価損の総額(Ａ) 69 百万円

平成 19 年１月期の純資産の額(Ｂ) 15,926 百万円

(Ａ)／(Ｂ)×100 0.4 ％ 

過去５連結会計年度の経常利益の平均の額(Ｃ) 590 百万円

(Ａ)／(Ｃ)×100 11.7 ％ 

過去５連結会計年度の当期純利益の平均の額(Ｄ) 75 百万円

(Ａ)／(Ｄ)×100 92.0 ％ 

  (２)個別決算 

平成 20 年１月期末の投資有価証券評価損の総額(Ａ) 69 百万円

平成 19 年１月期の純資産の額(Ｂ) 15,622 百万円

(Ａ)／(Ｂ)×100 0.4 ％ 

過去５事業年度の経常利益の平均の額(Ｃ) 446 百万円

(Ａ)／(Ｃ)×100 15.5 ％ 

過去５事業年度の当期純利益の平均の額(Ｄ) 55 百万円

(Ａ)／(Ｄ)×100 125.5 ％ 
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２．減損損失の計上見込み 

固定資産の減損に係る会計基準に基づき、当社グループの資産（建物及び構築物、

機械装置及び運搬具、器具及び備品、土地及びその他）につき減損損失を計上の見込

みであります。 
減損損失の額 

連結決算      265 百万円 

個別決算      205 百万円 

３．店舗閉鎖損失の計上見込み 

不採算店舗の閉鎖に伴う撤去費用等の損失を計上の見込みであります。 

店舗閉鎖損失の額 

連結決算      43 百万円 

個別決算      43 百万円 

４．前期損益修正損の計上見込み 

社会保険料の会社負担部分を未払費用に計上したことに伴い前期損益修正損を計上

の見込みであります。 

前期損益修正損の額 

連結決算      30 百万円 

個別決算      29 百万円 

５．今後の見通し 

以上の投資有価証券評価損等特別損失の計上見込みによる業績に与える影響につき

ましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

以 上 


